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圧密沈下計算システム

WORD出力 ReportViewer ReportBuilder

システム構成 3つのシステムで構成されています。

豊富な計算機能で施工に即した沈下計算に対応

DECALTO Version 18

2次元断面の地盤モデルで沈下量、圧密時

間を算定します。各種豊富な計算機能が

取り揃えてあります。

圧密沈下計算システム

沈下量の実測から沈下予測曲線（双曲線

法など）を作成します。また圧密沈下計

算システムで算定した沈下曲線（設計

値）と比較することができます。

沈下予測システム

2次元断面を奥行方向に並べて3次元的に

沈下形状を表現することができます。圧

密沈下計算システムに比べて計算機能は

限定されます。

不同沈下計算システム

◼沈下量の計算種別 層ごとに指定が可能

せん断変形

二次圧密
（社）日本港湾協会港湾の施設の技術上の基準・同解説（下巻） 平成19年

日本道路協会：道路土工軟弱地盤対策工指針平成24年

（財）国土技術研究センター 柔構造樋門設計の手引き平成10年

日本高速道路（株）（NEXCO） 設計要領第一集平成10年

（財）国土技術研究センター 柔構造樋門設計の手引き平成10年

（社）日本道路協会道路土工-軟弱地盤対策工指針平成24年

（社）日本建築学会建築基礎構造設計指針（2001）

北海道開発土木研究所泥炭性軟弱地盤対策工マニュアル 平成14年

「軟弱地盤における土質工学」 稲田倍穂著鹿島出版会昭和57年

日本道路協会：道路土工軟弱地盤対策工指針平成24年

日本高速道路（株）（NEXCO） 設計要領第一集平成10年
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◼対策工法の計算

圧密促進工法

改良地盤の圧密沈下量の検討は、無処理部分の沈下量（S0）、および改良率（ap）と応力分担比（n）の式から

求めることができます。

陸上工事における深層混合処理工法
設計・施工マニュアル等に対応した

改良体の沈下計算

水位低下後に失われた浮力を帯荷重として載荷し、沈下量を計算します。地下水位低下工法

真空載荷圧を土層に載荷して沈下量を計算します。同じ土層に複数段階で載荷が可能で除荷もできます。真空圧密工法

Barron の式 Yoshikuniの式 Hansboの式 Onoueの式

地盤改良のためのALiCC工法マニュアル （独）土木研究所2007年1月

浅層改良層を考慮 ジオテキスタイルを考慮

ALiCC工法
（低改良率セメントコラム工法）

着底型

浮き型

NEW

NEW

粘性層・砂質層・泥炭層の圧密沈下計算システムです。沈下時間はTerzaghi（テルツァーギ）の1次元圧密理論に従い、

沈下量はΔe法・Mv法・Cc法等の多種の計算機能を網羅するとともに、わかりやすい操作性と自由度の高い出力機能によ

り、高品質で効率的な設計が可能です。
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沈下予測システム

◼沈下量の実測値と設計値を比較し再設計できるトライアル機能

土構造物の施工後、地盤の沈下の経時変化（実測値）を継続して測定し、沈下量及び沈下速度が設計時の予測と一致しているか比較図を表示

します。一致していない場合は、パラメーターを設定し直して再計算を行うことで実測値と設計値を近似することができます。また、実測値

から双曲線法などを用いて沈下予測曲線を表示することもできます。

双曲線法による沈下予測 沈下量の実測値と設計値の比較

再設計

●双曲線法 ●√t法 ●logt法 ●浅岡法

沈下予測曲線の計算式

不同沈下計算システム

◼不同沈下量の計算

奥行が無限遠ではない有限な範囲の荷重を載荷した場合の沈下形状を3次元的に図示できます。圧密沈下計算（1次元の鉛直下向きの沈下量）

の計算地点を横断方向だけでなく奥行方向にも格子状に並べて、3次元的な沈下量を表現できます。圧密沈下の計算方法は一次元圧密理論で従

来の計算方法と同様になります。

NEW

平面図 3D図

沈下量コンター図2次元断面を奥行方向に並べる

任意形状の荷重

・地層構成について2次元断面（XZ平面）の形状は任意に作成できますが、奥行方向（Y軸方向）に均一な形状となります。

・荷重は矩形の等分布荷重、盛土荷重※1、任意形状の荷重※2の3種類が入力可能です。

・地表面のメッシュ分割はX方向に50個、Y方向に50個まで分割でき最大2,500メッシュまで構成できます。

・1次元の沈下計算となるため、地盤の側方変位や隆起などは計算できません。

※1 盛土荷重は法面勾配に応じて3段の等分布荷重に換算します。

※2任意形状の荷重は分割数に応じて等分布荷重に換算します。
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主な計算機能

出力機能

◼自由な形状設定 －盛土、土層、水位－

⚫ 任意形状、腹付け盛土の設定

⚫ 地表面の傾斜、凸凹、入り組んだ地層の設定

⚫ 土層の掘削（床掘）/埋め戻しの設定

⚫ 任意の水位線形状を設定

⚫ 盛土に対する浮力補正の計算

⚫ 地層ごとに任意の地層色の変更に対応

⚫ 入力エラー時のエラーメッセージの詳細化

⚫ 盛土載荷順序の自由度向上

⚫ 盛土の直角な形状（構造物など）の入力対応

◼盛土載荷方法の選択

⚫ 指定なし：土層の沈下量に応じて盛土形状が変化

⚫ 天端指定：天端座標と勾配から盛土形状を再設定

⚫ 高さ指定：基準節点と高さから節点の座標を求める

⚫ 層厚指定：基準節点と層厚から盛土形状を再設定

⚫ 盛土間 ：盛土の左右一方の天端座標と勾配を指定

◼荷重条件 －複数荷重の指定が可能－

⚫ 圧密先行荷重の増加量（層ごとに指定）

⚫ 盛土荷重の載荷距離の切り替え設定

◼荷重除去

⚫ 盛土、任意荷重、真空載荷圧の除去

⚫ 荷重除去によるリバウンド量の算出

⚫ 重ね合わせ法でプレロード工法、サーチャージ工法に対応

◼曲線登録 －複数曲線の登録が可能－

⚫ e-logP曲線、logMv-logP曲線、logCv-logP曲線

⚫ 圧密圧力の平均式の選択（相加・加乗平均）

⚫ データ間の補間方法の選択（直線・3次スプライン補間）

⚫ 各種登録曲線の単体出力

⚫ 時間－沈下曲線の作成方法：平行移動法、重ね合わせ法

◼その他の計算機能

⚫ 残留沈下量の計算

⚫ 計画盛土高さとなる、盛土厚の自動計算（台形盛土以外の形状に

対応）

⚫ 設定した許容残留沈下量と計算による最終沈下量の比較・判定

（性能照査表示に対応）

⚫ 圧密による強度増加を考慮したせん断強さ（粘着力）の計算

⚫ 任意Ｘ座標での地層の自動分割機能

⚫ 登録曲線の外挿の自動計算に対応

⚫ 遮断壁による応力分散の影響範囲制限

◼沈下量の予測機能

⚫ 双曲線法、√t法、logｔ法、浅岡の方法

⚫ 盛土周辺地盤の予測法（軟弱層の深さの任意設定に対応）

◼圧密促進工法 －層ごとに指定が可能－

⚫ サンドドレーン

⚫ パックドレーン

⚫ グラベルドレーン

⚫ 任意の指定日から促進工法の計算

⚫ 促進工法でマットレジスタンスに対応

⚫ サンドコンパクションパイル

⚫ ペーパードレーン

⚫ グラベルコンパクションパイル

◼作図出力

⚫ e-logP曲線図（間隙比-圧密圧力）

⚫ logMv-logP曲線図（体積圧縮係数-平均圧密圧力）

⚫ logCv-logP曲線図（圧密係数-平均圧密圧力）

⚫ 横断形状変化図（推定盛土断面-圧密沈下量、

推定盛土断面-即時沈下量、側方変位量）

⚫ 計算地点での盛土厚と盛土高、沈下量の関係図

⚫ 時間-沈下曲線図、時間-圧密度曲線図

⚫ 作図上の数値、文字を任意のサイズに変更可能

⚫ 推定盛土断面図に表示される沈下量をcm単位で出力

◼報告書出力

⚫ 計算条件、計算地点別結果、途中計算結果

⚫ 時間変化データ一覧

⚫ 作図（推定盛土断面図、時間-沈下曲線図など）の挿入

⚫ 準拠する設計基準、計算理論の出力に対応

◼その他の出力

⚫ 旧バージョンデータ（V12.1～ V17.1）への出力

⚫ 「荷重段階ごとの結果」、「増加応力計算過程」のExcel出力

⚫ 出力条件の設定が入力画面と作図でぞれぞれ設定可能

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW
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その他の機能

◼様々な連携機能

DECALTO-COSTANA連携

DECALTO 圧密沈下計算システム

モデル作成 自動地層分割 圧密沈下と強度計算

COSTANA 
斜面安定計算システム

円弧すべり計算
連携ファイル

DECALTOで圧密
による粘着力の
強度増加計算を
行います

◼出力図

推定盛土断面図 実測値と設計値の比較 ALiCC工法（浮き型）のモデル化

地層形状

COSTANA連携を行う際には、出力先フォルダの

設定ダイアログが自動的に表示されます。

沈下前形状

沈下後形状

荷重

単位体積重量

荷重段階ごとの強度（粘着力）

地層節点

DXF、SXF

水位線

汎用CADデータ

斜面安定計算

COSTANA

旧バージョンデータ

圧密沈下計算

DECALTO

V2～ V12.1～ V17.1

◼制限条件

◼動作環境

ハードウェア Windows 10 / Windows 11が稼動するパソコン

出力装置 Windowsドライバが提供されているプリンタ/プロッタ

適応OS Windows 10 / Windows 11

メモリ 4GB以上

圧密沈下計算システム 制限値

節点数 3,000節点

形状1つあたりの構成節点数 300節点

盛土数 50段

土層数 200層

計算地点数 50地点

横断方向の計算地点自動分割数 300地点

荷重数 30個

登録曲線数／構成節点数 各150個

経時変化節点数 300点

不同沈下計算システム 制限値

平面図でのメッシュの分割数 2,500個

盛土荷重の数 5個

矩形荷重の数 5個

任意形状の荷重の数 5個

任意形状の荷重の分割数 100個

載荷できる荷重の数 500個

土層数 200層

計算地点数 50地点

経時変化節点数 300点

沈下予測システム 制限値

実測沈下量の経時変化点 300点

地盤モデルの作成における制限値は圧密沈下計算システムと同様の制限値と

なります。

製品情報

COSTANA連携を行う際には、出力先フォルダの

設定ダイアログが自動的に表示されます。
旧バージョンデータ



■お問い合わせ、ご用命は下記にお申し付けください。

E-mail : fcena-sal@cs.jp.fujitsu.com https : //www.fujitsu.com/jp/fjj/

本カタログに記載の内容は2023年9月現在のものです。内容は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 J08_16

土木関連ソフトに関する最新情報はこちらでご確認ください。

https://www.fujitsu.com/jp/group/fjj/
services/industry/construction/

●Microsoft、Windows、Excelは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。

●その他、本カタログに記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。なお、本文中に記載のシステム名、製品名などには必ずしも商標表示（TM，®）を付記しておりません。

◆技術協力：北海道開発コンサルタント株式会社、三井不動産建設株式会社

導入により、お客様、またはグループ内の環境負荷低減に役立ちます。環境配慮ソリューション
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